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大
統
領
に
引
敵
吋
3
4協
力

心
創
設
を
口
出
か
し
た
川
、

大
国
ら
十
L
γ

件
色
が
強
ま
る
一
と
い
う
中
小
凶
心
掛
戒
感
を
明
白
直
し
て
、
ア

λ
リ
カ
刑
心
強
力

－haυ
ド
J

、、fn

J

J

 大
統
仮

立
探
川
市

L
て
き
た
谷
川
の
輪
許
制
の
実
務
的
な

と
の
中
間
的
な
性
格
ハ
ピ
帯
ひ
た
仇
む
と

と
E
じ
が

Jよな
っ
一
と
い
る
d

E
U
心
己
決
H

一
家
の
廿
了
｛
（
り
の
一
年

お
導
者

大
統
領
心
任
期
は
二
司
山
て
，
H
脳
会
議
の
議
伝
伐
を
務
め
る
J

外
相
は
欧
州
委
晴
氏
久
見
長
三
一
日
相
市
州
事
会
を
エ
b
T
f
る
υ

欧
州
妥
員

長
ば
，
自
JL
蜘
ら
幻
推
北
を
茶
に
欧
州
議
会
が
選
討
す
る
。

ふノカノ、

外
相
内
事
会
の
全
員

共
通
れ
z
父
は

ー一ア：

t
t
n

日
J
d
k刀

EP

E
U
部
隊
は
ず
判
維
布
、
人
注
文
授
な
ど
に
頁
献
「
｝
白
。

フ
H
1
3
J
1
t門
デ

ト

U
吋
？
〕

ヨ

て
、
加
盟
判
は
曜
の
山
九
割
JE角
む
支
援
を
す
る
一
草
山
弔
下
位
殺
能
力
主
品
恥
ノ
る

rめ
に
、
武
器
材
州
遠
庁
を
何
日
設
L
U
J

る〈

すて

1！メ人民半、 cs＇ス・＂Zm：、 7"7:zo河口、



市
民

草
川
本
山
件
且
一
内
で
比
一
：
制
を
革
本
に
「
る
。
同
町
川
い
世
ポ
オ
バ
、
鮮
民
は
保
護
ハ
各
凶
議
会
は

E
U
政
策
へ
の
修
止
の

E
Lを
提
山
川
三
戸
る
。
労

C
C
刀
人
以
上
の
宮
名
立
新
政
H

引
を
検
討

f
る
な
ど
J

組
、
教
会
や
N
G
O
乙
定
期
的
仕
付
話
を
｝
｝

糸
川
山
節

E
U憲
法
一
り
い
が
択

欧川山市山
ι1
ヘ
E
L
、
F

以
ね
た
議
は

of－
－
五
午
六
月
八
は
夜
、

二
止
か
当
に
拡
大
［
た
大
欧
叶
の
基
本
法
に
な
る

E
U
憲
口

久
本
わ
れ
か
ど
ん
十
ム
討

下
月
仁
中
東
欧
諸
温
な
ど
ひ
か
町
内
ω
新
加
山
間
引
し
、

人

U
豹
川
一
億
l
L
C
P
J
C々
人
、
域
内
総
宇
一
宮
で

を
と
ヲ
ド
、
一
こ
じ

よ一止』

J
U
ガ
U
1し

7

米
国
に
は
る
規
切
に
な
ラ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

E
じ
ト
入
社
杭
川
和
や
外
相
恥
三
号
ー
は
し
た
コ
三
大
化
し
え
矧
織
心
古
川
北
伏
｛
疋
ピ
氾
小
川
に
寸
る

P

一、
2

、

よ
d
N

「公
J

な
多
数
決
ル
ー
ル
合
古
人
し
た
っ
ま
た
、

市
「
点
心
参
加
を
促
す
仕
組
み
を
採
用
叫
し

以
州
議
会
の
役
割
や
一
強
化
す
る
ほ
ど
、

F

一
し

議
長
岡
ア
イ
ル
ラ
ン
k

の
ア
、
ー
ン
陸
相
は
記
者
会
引
で

て
き
ー
た
こ
と
で
、
よ
パ
刊
誌
ム
下
的
で
効
r
f
f
的
な

E
じ
が
実
院
す
ゐ

E
U市
民
に
育
法
の
三
設
を
説
問
、
い
て
い
き
Z
J

～い」

で
E
い
に
斗
す
る
z川
氏
の
蝉
一
併
を
作
る
と

1
7、
の
期
待
を
小
、
J

た
J

議
長
岡
！
？
ト

U
を
代
表
、
F
る
が
、
輪
一
資
制
で
あ
る
た
め
、
存
在
感
は
必
ず
し
も

K
ぎ
べ
な
い
c

、〆かヲ
J

、
刊
制
設
さ
れ
る

E
U
大
統
領

は
、
白
駅
へ
こ
哀
の
常
任
議
長
を
務
め
、
－
E
U
の
版
L

乙
し
て
出
盟
国
全
体
を
代
じ
p
h

－j司
令
こ
こ
に
な
る
。

E
U大
統
知
は
，
自
脱
会
誌
で

産
月
以
れ
、

E
U外
椙
は
外
相
攻
事
長
の
議
長
を
務
め
、

諸
外
同
y
し
の
外
父
父
沙
に
あ
ナ
ー
る

粁

坊

は

午
η

で
門
粁
μlv一
町
北
山
中
で
あ
る
。

、
」
の
出
法
は
経
治
山
γ

ら
い
れ
」
父
、
安
全
保
弘
、
防
衛
、
寸
法
政
策
ま
で
科
加
肉
声
の
協
力
の
強
化
を
弓
ト
、
コ
て
h

る
n

体
川
一
円
で
あ
f

二
人
羽
杭
町
内
事
会
の
苦
品
目
、
決
4

牛
ん
弐
で
は
、
多
沈
没
お
丈
は

I
M
川
部
当
日
少
な
く

2
4
4
九
%
か
貸
成

L
、
賛
成
同

η
人

U
S
E
U
人
川
の
よ
J

い
お
川
A
T
－
－
」
は
る

、
一
と
ど
司
J
れ
の
品
不
条
件
、
こ
し
に
。

h

は
方
ト
パ
パ
で
は
汎
豆
な
内
門
前
九
仇
’
疋
口
で
舎
な
い
と
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弓

L

d

L

K

J

、

手

h
J
？
L

多
数
決
ト
H

じ
ん
が
及
ぶ
総
凶
を
外
？
父
、

〈
で
線
、
司
法
分
好

ま
ん
｝
民
主
を
よ
り
反
映
さ
さ
る
た
め
、
吉
議
迭
さ
に
県
ば
れ
る
欧
州
議
会
に
欧
州
委
H
H
長
の
選
出
協
併
す
り
え
る
な
ど
、
同
P

作
機
関

／
「
工
に
の
議
会
の
権
限
を
強
化
L
～1

E
U
小
市
氏
と
の
体
惑
を
布
吟
る
ゆ
人
め
の
子
ん
げ
て
も
増
え
に
。
泊
万
一
げ
権
中
主
比
、
各
出
品
ム
十
日
が
欧
州
誌
会
に
恵
児
を
排
出
す
る

E
H
i
 

j
bイ
イ
ル

i
r
、

C
O
万
人
以
｝
の
市
民
が
求
め
れ
ば
欧
州
委
ハ
バ
ム
ム
に
込
山
案
作
成
を
安
本
で
き
る
佐
市
刊
を
此
り
込
ん
だ
。
欧
州
議
会
か
市
民

て
、
法
奈
の
修
正
を
す
る
機
会
よ
い
J

哨
え
た
c

ロソパν〉、｜守U チ ~j討す－，，叶i豆台 fF t刊の均くズ

？

tt法
一
以
前
文
と
本
比
四
部
、
川
リ
辰
文
書
で
判
明
氏
さ
れ
る
c

欧
川
税
ム
ー
の
必
礁
と
な
っ
ん
一
口

l
J
条
約
な
ど
法
L
l
C
P汁
正
諸
条
約
を

ハ刊N
U削
1
C
4
R
立
の
以
内
ふ
ん
を
来
hJ
飢
え
て
が
い
統
ム
ハ
ピ
果
た
し
た
f

取
丙
白
州
が
、

多
様
性
心
巾

集
約
し
た
、
川
文
は
、

一

」

r
z
E目
立
ロ

己
目
4
2
4
h
H
3
J
目
ロ
ぐ
山
内
Z
h〕

r
n克
明
日
乙

の
も
ー
ヘ
ド
h
N
L
」
繁
栄
へ
の
追
わ
七
道
わ
J

こ
と
か
一
己
一
斉
し
え
）

第
一
部
は
民
主
主
義
や
人
権
、
店
の
支
似
と
い
っ
た
某
本
的
同
一
〈
J

と
Y

と
も
に

E
U
の
権
肢
を
規
定
し
I
H
J

地
球
出
誌
の
似
品
目
付
、

作
会
的
山
場
択
済
、

文
化
や
一
門
認
の
多
段
十
、
り
尊
重
な
ど
歌
作
の
切
紋
翻
を
強
刈
し
、

死叶
M

W
雌
fHJY｛
と
め
二
甘
い
や
権
意

U
Z
E
－－、

E
Z
4
2
7
L
 

音
寸
久
々
討

が
い
時
り
I

込
ん
い
た

E
U
憲
法
条
約
〈
中
古
比
口
）

欧
州
の

rん
化
的
、
宗
教
的
、
人
志
的
な
法
洋
を
継
承
1
1
共
し
炉
心
運
命
の
行
め
に
過
去
の
対
り
を
乗
り
越
え
、
統
合
を
の
ざ
「

ー
多
様
性
の
中
の
統

の
も
ベ
将
来
日
J

代
〆
一
地
平
へ
の
責
汀
を
守
党
一
f
J

るハ

E
U
心
斗
的
は
共
通
。
将
来
z
ぜ
つ
く
る
い
一

2
で
為
り
、
切
盟
司
ー
は
片
的
民
伐
の
た
め
権
限
J
r
E
U

ヨ

均
衡
あ
る
氏
ド
氏
、
社
ゐ
以
前
市
場
川
町
山
刊
に
』
パ
ノ
レ
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J
H
脳
会
議
は
「
E
U
人
統
一
凶
L

を
選
心
す
る
。
任
期
は

年
三
よ
医
長

4
T。
什
脳
公
F
A
の
常
任
議
長
、
町
、
治
め
る
」

国
間
同
市
民
は
E
U市
民
で
も
あ
り
、
凶
註
刊
に
関
係
な
く
凶
作
地
で
の
回
一
川
付
や
欧
州
議
会
選
挙
で
立
候
補
、
投
ん
が
で
き
、
7
h
M
V

円
脳
会
議
は
「
E
U一
%
旧
制
」
を
任
命
」
i
Qハ
一
昨
制
球
卓
宗
議
長
乙
欧
州
去
員
会
説
委
バ
長
を
ぷ
任
一
j

るロ

外
桔
辺
事
会
を
除
ノ
＼
罫
僚
湾
事
会
議
長
は
ご
か
当
ぃ
ム
ハ
同
議
長
の
輪
番
制
ハ

n財
は
一
ー
が
十
n

が
品
説
。
斗
法
、
有
4

務
、
外
！
父
、
税
制
な
ど
の
分
野
で
は
必
法
条
件
か
引
き
よ
け
る
U

閣
僚
辺
事
会
の
町
民
は
、
加
盟
涯
の
少
は
く
乙
も
れ
れ
%
の
賛
成
と
、
賛
成
庄
の
人
U
が
R
U
人
刊
の
六
｝
ム
部
川
d
f
y」
以
る
、
ア
乙

欧
川
議
会
は
、

山
脳
ゐ
五
千
前
が
提
案
す
る
供
栴
か
ら
欧
州
寸
委
C
円
卜
民
主
政
ぷ
。
守
山
布
一
は
れ
に
甘
〈

状州に詰九日ドー、は各国
U
U
M

’
へ
ず
つ
選
出
口
f
U
円
れ
ば
一
心

川
一
公
に
加
問
m
凶
数
心

うf
0 

L
P
W

川
ら
す
J

欧
州
議
会
心
P
U

品数人いい七十

72f杭
胤
一
一
認
え
な
い

最
小
田
の
議
出
数
は
！
ハ
ヘ

加
品
川
恥
凶
が
｝
マ
反
撃
を
受
け
た
場
九
円
、
伐
の
切
開
同
は
直
帝
し
て
、
支
肘
枕
す
る
n
E
L
防
衛
円
一
乞
創
設
ハ

一
つ
つ
万
人
の
山
良
心
安
求
で
欧
州
円
安
一
員
会
に
抗
切
な
法
亥
蹴
出
を
求
め
る
こ
と
が
て
き
る
代

個
人
J

ノ
i
グ
を
保
護
「
る
な
ど
v

f弔
工
川
川
町
山

E
U憲
法
の
日
僚

。
／
ノ
川
年
J
4
一
万
円
九
中
五
以
尚
一
戸
店
yh

に
加
え
、
今
刊
の
憲
法
で
「
垂
直
統
合
」

の
枠
を
蕊
与
え
た
政
治
共
河
体
コ
く
り
の
ル
、
ル
を
決
め
た
つ
む
、
大
き
な
、
和
進
ぐ
い
え
る
つ

に
向
け
た
災

E
Uぃ
同
作
は

日
開
国
が

「
内
民
同
家

c
h
J
足
掛
加
山
明
日
）
た
一
本
平
拡
大
i

中
也
、
ー
も
苅
い

パ
欧
州
E

ηυr忍
～
仁
卓
上
は
ひ
こ
ま
ず
潜
ま
っ
た
。

E
U
U
み
法
刀
剣
レ
ぽ
、
拡
大
E
F
を

一
よ
り
氏
主
的
心
、
透
明
に
、
効
率
的
に
一
十
ゐ
、
、
と
で
お
る
し

ー
か
茂
に
口
大
化
し
た
快
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備
を
全
ム
ぷ

設
で
助
か
「
の
は
設
題
で
あ
り
、
人
円
四
凶
行
人
の
ル
ク
セ
〆
ブ
ル
ク
と
八
G
O
O
U人
以
上
の
ド
イ

y
を
、
同
等
い
扱

う
の
は
現
実
的
で
ー
も
な
い
0

3

か
3

〆
小
同
山
川
J
4
E

古
川
を
お
渇
す
れ
ば

の
原
則
に
反
す
る

日
大
μ

に
し
た
組
織
の

E
思
決
定
を
川
一
速
に
す
る
た
め
、

新
た
仕
多
数
渋
ル
ー
ル
を
一
設
け
、

ま
た
欧
州
議
会
の
は
試
み
ど
強
化
TF
る
な
ど
、

市
久
の
参
加
を

μ
…
r

J

七
組
み
を
渋
川
市
し
ゅ
人
。
憲
法
は
統
治
か
ら
い
主
1
・
安
金
保
障
、
れ
附
街
、
司
法
政
策
主
で
各
出
の
川
市
山
〆
｝
訪
日
川
訴
の
州
出

む fと
かえノ
刀て う
しア？
L , 

L、ーζ
る［［い
' ~ 
" 

ヨ
貨
ユ
i
口
等
人
収
ど
経
片
山
川
中
心
ド
三
三
統
合
を
さ
ら
に
進
め
、
ー
政
治
共
同
体
t

日
構
築
を
け
炉
山
手
？
？
ム
恩

ロソパν〉、｜守U チ ~j討す－，，叶i豆台 fF t刊の均くズ

L
J
J
、
九
「
j

h
A
川
！
ノ
れ
口

E
じ
憲
法
を
制
定
す
る
条
約
心
批
准

E
U長
日
一
山
仏
条
約
が
必
ー
羽
ナ
る
た
め
に
は
、

〈
ア
調
印
国
け
か
山
田
の
長
＋
い
L

制
左
手
が
て
い
る

T
続
き
に
基
づ
い
て
条
約
を
採
択
す
る
必

安
が
あ
る
っ
」
れ
い
か
出
問
国
に
よ
る
条
約
の
批
准
と
呼
ば
れ
る

T
記
き
と
あ
る

ι山内
」
円

RHl
〈
勾
同
町
戸

m
m戸
口
問
）
し

回
収
史
的
伝
統
二
出
ヤ
ぷ
に
、

必
要
と
な
る
お
伝
上
〈
U
3絞
舎
は
異
な
る
け
小
、
次
の
い
ず
れ
h
ま
た
は
一
同
方
の
ん
式
が

日
間
山
岡
山
－
民
的
、

ヘ
ユ
ま
れ
る

ド
よ
る
批
準
‘
議
会
が
凶
円
際
条
約
の
批
准
に
閲
「
る
議
決
を
行
い
、
憲
法
条
約
を
採
択
十
ゐ

に
よ
る
批
准
．
臼
民
投
白
＝
一

Jf仁
い
、

臼
民
投
票

ふ
b

法
条
約
の
門
在
に
つ
い
て
吉
宗
田
氏
に
是
非
？
？
問
つ

尽
に
よ
っ
で
、
、
一
の
つ
の
ん
人
を
が
み
会
わ
せ
に
り
、
変
更
を
加
え

k
b
一α
る
場
ん
じ
ゃ
、
あ
る
い
は
、
定
パ
山
本
木
利
の
内
科
ひ
ら
し

て
批
准

ιあ
た
り
宇
前
に
E
U
1
ぶ
U
U
止
を
諒
一
時
前
半
す
る
な
ど
必
安
な
山
撃
を
行
う
場
介
が
あ
Y
G
o

憲
法
条
約
心
規
定
に
ふ
れ
ば
、
八
十
河
印
一
川

ヨ

げ
か
批
准
し
、
号
、
れ
を
公
式
に
報
告
r

松
市
吉
の
担
丸
山
）
す
れ
ば
、
原
引
と
し
し
同
条
お
は

（
〉
〔
」
T
ヘ
作
付
i

一
月
一
日
に
売
刈
す
る
、
と
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さ
、
れ
亡
い

」

ヵ、

U
C
t
u刊
の
十
三
字
、
川
町
認
に

5
2ピ
佐
め
一
て
き
た
憲
法
条
約
批
准
も

フ
ラ
ン
ス

ii 

L
l
L
7
 

1
ノ

l
、

ト

ト

一、し
f
〉
青
年
五
月
、

つ
づ
J
℃
オ
一
ア
ン
ザ

白

l

l

L

の
M
門
民
投
岡
市
で

ι白
認
さ
れ
、

二
口
、
｛
八
午
に
光
v
ヰ
り
さ
れ
る

τに
ど
ば
つ
に
つ
そ
の
行
訟
の
＋

ハ
月
一
口
三

な
球
出
｛
九
は
、
次
の
も
の
？
川
r
d

め
げ
ら
れ
る

な
か
で
も
さ
づ
ン
ス
の
場
合
法
、
川

ソ↑
7

J

ス
MiHホ
心
権
消
失
に
対
ず
る
r川h
安
、
山

H
U
J
コ
ト

J
て
ゾ
i
洋

I
t主
こ
j
h
a
ロ

γE1rv
’オ
l
J
ο

宇
一
日
正
坐
汗
l

士
、
f

z

否
、
日
現
や
幻
自
分
の
わ
机
刈
ゃ
ん
主
的
ベ
に
サ
十
J
7
内
？
小
街
、

W
E
Lム
川
心
安
レ
労
働
力
の
せ
い
で
失
業
者
一
U
時
え
る
と
い
う
不
安
、

E
U
正一応民、「ム下
4RL中J
な
あ
り
i

刀
、
－
U
4
4↓悼況の
L

リ
！
？
政
治
に
け
ゲ
る
抱
花
、

に
大
別
で
き
ょ
う

プ
ラ
J

ス
hu
よ
び
f
ラ
ノ
ダ
む
凶
べ
が
窓
注
条
約
一

ι批
市
ピ
仕
f
h
H

し、

こ
の
結
果
吉
交
い
円
、

欽
什
市
内
事
会
は
一
。
r
U
T
十J
r
F
J
ハ
リ
ヂ
！
ハ

ヨJ
日’
nずつ

て
会
合
を
悶
き
し

「
b
回
以
内
余
約
未
批
准
の
凶
々
が
ニ
ワ
パ
一
七
点
ま
と
に
明
確
た
凶
位
百
七
長
一
小
「
る
こ
と
は
小
叫

ト
U
1
J
H

慌
て
あ
る
ふ
め
、
当
初
条
約
交
効
二
予
定
し
て
い
ー
に
A

り
の
六
H

リ
と
い
う
日
程
は
も
は
や
維
持
で
き
な
い
と
考
え
ゐ
と

月

の
仰
い
同
ん
を
表
明

町
川
二
時
十

7
j

ス
ポ
ン
条
約

E
U
の
運
営
よ
い
も
効
A
i
的
に
ヲ
ノ
、

新
た
な
い
島
本
来
約
と
な
る

() 

0 
判

ド円日
hrrμ
い
右
京
に
す
る
た
め
、

E
U
且一日一
ρ
条
約
」
が

一
古
れ
も
さ
れ
ト
ハ
ャ
れ
ま
で
は
先
げ
つ
条
約
の
改
正
収
に
つ
ア
ヘ
説
法
条
約
は
士
っ
た
ノ
ム
訴
し
く
起
草
J

び
れ
た
n

し
か
し
、

J－

J
h
 

r
（

一

庁
に
f
r
↑
フ
〆
ス
と
オ
一
F

ン
ダ
が
一
町
民
投
票
で
批
准
や
訂
伏
し
た
U

か
で
い
で
も
円
以
併
し
な
け

ド

f
ツ
は
こ

;'¥ 
j,' 

れ
ば
以
北
効
し
芯
い
う
た
め
伶
ト
ポ
は
防
相
に
乗
り
河
川
た
c
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ハ〉（
U
K
4
F摂
の
議
長
凹
ド
「
ツ
は
、
い
れ
ま
？
の
子
、
ノ
に
羽
行
手
約
の
U
A
－
上
収
に
よ
る
片
山
J
一
闘
を
め
ざ
し

h
T
0
1
仁
年

一
ハ
け
の
，
自
JL
蜘
会
議
で
〈
い

E
L亡
、
じ
円
け
じ
政
府
湖
北
川
弘
、
再
一
聞
が
州
、

一
一
月
に
調
印
y
し
い
う

τJ定
て
あ
っ
ナ
1
0

さ
凶
は
白
川
町
江
川
一
山
で
は
な

く
議
会
て
批
貯
を
決
め

一
C
C九
4
前
半
ま
で
の
八
百
対
が
日
楳
じ
あ
う
亡
。

Y
4
W

品川

新
い
れ
釦
本
全
約
へ
の
準
備

欧
川
悦
ιー
ハ
ス
t

～
与
を
左
右
す
る
一
欧
川
川
連
合
（
E
U
J
憲
法
問
包
を
村
議
す
る

E
T
千
円
首
会
議
か
二
ひ
っ
七
午
六
ド
バ
川
）
二

ロソパν〉、｜守U チ ~j討す－，，叶i豆台 fF t刊の均くズ

日
、
ブ
リ
コ
y

セ
ル
で
配
か
れ
た
り
一
一
議
長
治
ト
r

ツ
は
「
芯
J

出
家

む
形
式

Jr断
念
す
る
な
ど
の
妥
協
議

古
川
連
村
山
手
投
る
一
応
法

を
ぶ
し
、
4

下
山
究
川
出
の
同
志
J

ぞ
と
い
ノ
つ
行
つ
つ
あ
コ
た
が
、
こ
と
に
な
て
ポ

1
一
ア
、
亡
、
が
比
百
憶
を
ち
ら
つ
か
吐
く
反
J

九
安
勢
乞
鮮
明

r

［
て
い
た
F

こ
の
首
脳
会
一
設
で
台
意
で
き
な
げ
れ
ば
E
U
は
将
来

d
A
L仮
帥
忙
し
、

深
刻
伝
機
能
不
全
に
～
h
m
m
Nね
な
か
っ
た

一
ひ
っ

l
年
ー
ハ
片
時
山
て
の

E
U
の
新
4
b
I小
条
約
を
め
ぐ
る
、
土
な
争
点
は
次
の
よ
う
午
も
の
て
あ
〉
L
r

合
立
ま
た
は
ム
三
↓
れ
か
見
込
ま
れ
る

－m山パ法
の
形
式
ん
と
断
念
へ
現
行
の
甘
い
ャ
ぷ
条
約
の
修
市
い
と
ど
め

－

E
U析、」

1
E
U歌
」
を
｛
件
め
～
な
い

泊
四
家

の
印
象
を
持
七
れ
仕
い

f
川町

通
事
会
市
任
議
長
J
U

ス
ト
の
新
ぷ

一
任
問
は
二
刊
と
。

開
閉
ま
で
）

欧
州
委
員
会
の
定
数
削
減
へ
将
来
の
仁
会
員
数
は
加
山
明
日
中
」
絞
り
一
分
三
寸
現
存
谷
川
一
色
）

欧
州
議
会
の
z
会
出
削
減
〆
｝
権
限
強
化

へdbEれ
は
ト
u
h
っ
か
一
泊
え
な
い
。
羽
ぶ
は
〕
八
ム
計
）

ヨ

、
：
、

L
し
4
4
L
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－

A
f半
早
欽
決
制

（ボ

L
Pノ
ン
ド
と
チ
一
コ
が
反
対
）

’
手
料
以
ヘ
札
制
幻
地
用
拡
人

rHT、
臼
が
司
法
・
j

一
務
付
旧
制
t
J
r
の
泊
尽
に
反
L
H〉

E
U
れi
栴
の
判
設

（
主
人
臼

オ
ラ
ン
ダ
、
英
ゴ＂

'" ヲチ
よよ

刀、 2

反反
対＇ ;ZJ 

欧
州
ハ
ド
垣
本
権
Z
J
H
T
を
探
り
や
仇
1
U

品川

Jm
新
日
品
牛
久
本
川
れ
の
た
め
の
向
照
的
な
解
決
米

ハノ（ゾレーぃ年
T

ハ
ド
月
二
一
日
U
U
l
較
ま
で
及
ん
に
長
吋
広
の
六
人
以
の
末
、
1
h
h
ゥ
ゃ
く
仕
立
に
一
土
け
に
ブ
リ
ユ
y

セ
ル
で
の
欧
州
一
注
事
会

F
J
：
子
、
、
ツ

hJ

1
1
1
t
 

む
付
円
、

い
が
生
ま
わ
た
汝
州
ん
岩
戸
、
会
心
パ
ワ

l
y
委
長
長
は
一
と

f
で
合
志
を
活
成
で
き
た

E 
e 

こ
1
乙
で
、

E
U
心
人
招
幅
制
慌
を
社
則
す
る
こ
ー
と
が
で
き
た
へ
改
u
T条
約
は
、

サ
ミ
ソ
心
結
果

五
じ
に
行
劫
す
る
能
々
を
と
J

え
る
一
と
、

を
歓
迎
し
ι
j
d
E
U
の
G
m帆は、
い
く
つ
か
の
一
困
沈
な
問
題
に
つ
い
て
も
解
決
策
主
－
小
し
た
新
条
約
H

よ
っ
て
、

E
じ
久
r
人
i

権
富
山
喜
l

に
注
的
拘
÷
束
力
が
f
J
え
つ
れ
、

E
U
は
外
交
・
安
ム
i
保
障
担
当
り
上
級
代
表
と
需
任
一
一
成
長
ー
と
持
つ
こ
と
に
な
る
U

そ
の
は
’
か
の
以
宗
と

、J
て
、
昨
盟
阿
茶
会
の
役
割
心
強
化
や
二
心

同
午
以
降
の
欧
川
川
一
妥
員
会
の
安
飼
数
の
削
減

k
t

つ
れ
る
「

。一心

h
斗
i

の
プ
ソ
シ
ス
と
オ
｝
7

J

グ
の
M
山
氏
投
票
で
の
訓
准
，
h
け
じ
い
の
メ

h

v

ジ
は
受
日
い
い
め
ら
れ
た
c

L

へ
き
く
拡
大
L
L
Y
J
v
ド

U

を
、
域
内
に
お
い
て
は
工
ゎ
効
求
的
で
民
的
に

E
任
の
あ
る
形
に
、

ま
亡
、
山
界
に
お
い
て
は
よ
り
影
智
力
を
品
川
犬
山
押
で
き
る
よ
う
ピ

す
る
た
め
に
、
既
存
の
条
約
に
い
か
仕
る
改
正
が
必
更
な
の
か
、
政
川
司
会
議
が
検
討
1

／
ん

τ
そ
の
後
、
J
ス
ボ
シ
条
約
と
2

ぐ
2
5
m
g
u
H
L
1
f
L
v
c
z
f
乙
私
さ
れ
る
品
条
約
の
文
書
は
、

C
口

八
日
｝
九
日
に
持
か
れ
た
欧
州
河
事
会
の

一ワ一

、
R
U
全
加
問
一
五
の
〆
い
れ
が
1

右
れ
し
た
。

ドノハい）？三年

非
公
1
A
A
A
A
円
で
承
認
さ
れ

ロ
ハ
ノ
ロ
年

一
一
月
一
一
日
リ
ス
ボ
ン
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銘
ニ
h
J
M

E
い
新
呉
川
ぶ
条
約
制
州
ん
印
と
れ
U
汁

ミ

ト

E
U
出
明
且

じ
か
国
の
円
以
は

日
ひ
じ
r
q
A月

一E
口
、
議
長
同
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
行
部
J

ス
ホ
L
で
J
ス
ポ
〆
条
約
こ
川
怖
さ

れ
る
糾
基
本
条
約
（

lt式
な
れ
祢
‘
「
欧
州
連
合
条
約
お
d

び
欧
州
日
ハ
同
体
設
立
条
約
を
修
止
す
る
条
約
）

に
調
印
し
、
欧
州
統
合
の

い
は
史
に
市
民
な

リ
ス
ポ
ン
条
約
調
印
に
よ
り
、

o
o
h
λ
r
r
九
百
円
ブ
↑
ノ
J

ス
、
ハ
月
日
オ
ラ
ン
ゲ
に
お
け
る
司
氏

歩
ip
刻
ん
だ
n

見なけ一
A
E欧
州
憲
法
全
約
の
批
准
刀
否
決
六
れ
と
こ
乙
で
ペ
ー
し
た
E
U
N阿
世
間
紙
吹
改
革
詠
論
の
停
川
ザ
に
終
止
符
が
打
た
れ
に
U

同
川
朱
約
し
は
戎
p

引
の
基
本
条
約
十
一
改
疋
ず
る
も
の
で
、
そ
れ
に
恥
っ
て
代
わ
る
も
の
で
は
な
い
f

ム
下
な
改
正
占
d

ば

加
問
f
uド
」
弘
前
ム
百
円

V
E

ロソパν〉、｜守U チ ~j討す－，，叶i豆台 fF t刊の均くズ

y
y
f
土、＼、ノトえ」
1
Rレし、

L
J
U
ト

z
J
H
J
f

E
U
U
d
v
t決
記
子
続
き
む
『
何
川
ム
ザ
化
と
簡
素
化
、

E
U
へ
の
法

E
U
基
本
柱
憲
章
へ
の
法
的
拘
束
力
の
付
加
、

人
併
の
判
h
J
、
外
交
け
一
、
一
阪
の
E
じ
外
務
・
一
久
ん
了
間
山
道
段
取
〕
級
代
表
へ
の
本
化
、
ゎ

ιι
じ
理
事
会
常
任
議
長
職
の
創
設
作
ど
℃
今
Q
F

崎
一
川
長
口
会
ば
、
ハ
川
条
約
む

一C
C九
年
一
月
一
日

c
f
f
M
ピ
同
指
し
、

加
服
同
に
ι引戸
L
U
1
期
C
批
叩
b
y
町
び

治
凶
節

ス
デ
r

条
約

の
E
T
A
U口

リ
ぇ
ボ
ン
集
約
一
主
H

中
条
約
）

の
了
援
な
上
一
は
次
の
ょ
っ
な
も
の
で
あ
る
，

E
U
の
代
表
へ
大
統
領
こ
な
一
い
う
べ
き
）
を
投
め
る
欧
州
連
事
会
心
常
粁
議
長
の
創
設

一
粁
妨
一
一
引
f
F
ハ

回
再
選
川

欧
州
珂
事
会
幻
議
筏
調
笠
や
、
欧
州
法
事
会
の
継
続
刊
を
似
討
L
↑山明山
M
門
胡
の
コ
ン
セ
ノ
サ
ス
を
形
成
ず
る
た
め
に
、
従
来
ハ
か
月

ご
こ
に
加
盟
涯
が
総
評
杭
で
議
長
正
J
U

工
務
め
て
き
た
お
耐
民
刊
に
代
わ
っ
て
、

常町
1
1

一訊長川崎

一、E
U大
統
領
）

の
ポ
ス

fjrduM川市山する
U

欧
州
述
事
会
に
よ
る
特
定
多
殺
し
喰
↑
〈
選
出
さ
れ
、
自
白
川
は

は
り
吋
九
一
再
選
ザ
て
し
昨
門
司
五
年
一
乙
な
｝
白
人
炉
、
独

u
牲
を
保
つ
丈

ヨ

必
山
山
芝
山
に
お
け
る
公
職
、
乙
京
午

3
ヲ
ア
ど
は
訟
は
打
ら
れ
て
い
な
u
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ス
欧
州
委
員
会
幻
前
丸
山
刀
、
員
長
を
ゑ
粁

γ
るいれ

U
外
父
・
安
全
一
似
障
上
級
代
表
（
付
川
刑
法
事
公
の
南
町
廿
議
長
）

心
新
設
，

欧
州
妥
員
会
内
に
、
従
来
の
共
諸
外
交
・
安
市
保
障
政
ノ
品
川
卜
川
世
代
表
乙
欧
州
号
、
月
入
試
の
対
外
関
係
初
日
委
員
の
は
説
を
女
ね
る

1
E

U
れ
務
・
安
全
保
障
政
浪
氾
i

叫」

f
級
代
表
（
日
区
戸

ニ
ご
号
5
2
C
M
M
F
V
ぺ
明
記
2
出
向
戸
、
J

日
正
門
広
町
民
己
印
。

2
2可
？
と
ミ
／

外
十日

挫$ 
A、
7τ 灯、
νノ

＂市
長
もの
兼ポ
:n Jえ
るさ i
o な
色1
'" n人
←上
ヲ
宅〉
c 

H 
R 
u 
F 
長
当
p 
t主

名
目
指
子
れ
る
欧
州
委
員
会
内
田
ヲ
委
員
長
の
人
工
子
三
い
か
、

H
R
U
F
先
日

F
～

E
U
4店
長
凶
は
外
情
店
内
事
会
役
絵
J

、
問
僚
川
内
事
会
の
議
長
吉
一
務
め
る

従
来
C
欧
州
時
事
会
議
長
心
役
臓
は
明
府
内
に
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
規
ん
刊
に
基
本
条
約
に
お
い
て
は
仔
期
六
か
月
三
輪
好
制
心
政
付

連
合
理
事
会
の
議

X
岡
山
一
九
一
脳
が
こ
れ
か
ら
勤
め
る
わ
一

" 理
い
ず
豆
、
の
決
，
に
方
式
は
、
各
国
い
百
三
下
配
分
さ
れ
た
「
抗
い
い
ち
票

に
よ
る
現
行
の
多
絞
決
方
式
ま
出
引
し
「

U
盟
国
数
の
ハ
ヰ
%

と
「
E
U

一
半
多
数
決
行
え
」
に
従
史

完
全
デ
～
施
は
一
（
り
七
年

－
の
ヘ
寸
%
以
ヒ

の
賛
成
J

乞
得
て
成
げ
す
る
、
「

一
月
z木）
J

払
川
父
・
安
全
一
保
降
、
税
制
、
社
会
保
附
政
2

山
内
な
ど
の
け
野
や
人
笠
公
一
致
心
計
定
方
式
を
維
符
ず
る
ヘ

h
d浮
を
認
め
る
、

吋
法
阿
務
議
h
ん
分
野
の
決
に
に
は
多
数
決
制
を
ー
す
人
ず
る
）
υ

少
数
派
を
山
県
ヰ
一
中
て
て
り
に
紋
以
！
の
凶
が
反
対
ず
Q
場
ι
は
議
論
の
y
嚇

続
が
り
p心
肌

間
岬
僚
対
事
会
で
あ
る
E
U
述
事
会
へ
忍
市
山
、
円
引
に
一
湾
事
会
i

と
時
ば
れ
る
J

の
役
割
は
現
伝
、
／
一
一
人
き
く
会
わ
ら
「
、
欧
州
議
会
と

止
法
機
能
お
よ
び
子
門
徒
限
を
共
有
し
、

＋
っ
せ
外
交
正
ら
深
汚
以
策
へ
（

F
－
P
H
i
c－ココJ2M
吋
2
5
吉
正
式
一

rnr－コ
キ
ア
）
一

4
2叫

: Ex人i.tcチj苅＇ 3+21け）7( ii [2υr:s.; i、



（一

3
4
2
7
2
5
〉

4
5
2
5
t
t
η
ナミ
7
2
2
己
主
T

）
〉
的
治
政
策
調
恥
ヒ
↑
」
巾
一
夜
的
九
品
川
氏
討
す
却
持
す
る
こ
と
に
な
る
）
え
町
、
ヰ
ポ

約
で
の
相
対
僚
攻
ド
会
に
閑
ぃ
ヨ
ノ
ス
V

大
き
な
芳
一
区
点
は
武
？
札
f
d
渋
で
、

J

リ
法
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
一
合
間
性
ぐ
効
し
九
十
右
高
め
る
た
め
、
こ
れ
ま

三
八
十
会
殺
が
必
中
古
だ
う
に
政
策
分
野
の
多
く
令
入
国
管
述
や
文
化
な
ノ
ィ
川
悶
＼
U
分
好
）
で
「
特
定
多
数
以
方
式
」

コ
q
l
f

f＼

j
t
J
j
 

一
月
一
日
か
ら
校
同
守
れ
る
特
定
多
数
一
双
方
人
で
は
久
？
和
の
人

U
比
心
中
九
十
叫
が
軒
み
込
ま
れ
て
い
る
口

h
J
B
M山
に
は
、

述
平
会
構
成
誕

絞
り
石
J
4
%
か
っ
回
収
伐
一
I
け
か
一
叫
が
賛
成
し
、

賛
成
庄
の
人

U
が

R
U話
人
一
U
D
六
九
%
に
法
一
3
0必
民

ヘ
加
明
日
人
生
↑
）

が
↓
ぬ
る
c

主
た
、
可
決
m
m
d
に
は
最
低
川
一
か
刃
の
坪
卓
上
会
情
成
川
）
の
」
反
川
ア
ゲ
必
要
ー
し
す
る
U

現
行
幻
ニ

l
人
条
約
で
目
、
多
数
派
形
成

ロソパν〉、｜守U チ ~j討す－，，叶i豆台 fF t刊の均くズ

に
は
、
千
晴
氏
判
に
割
り
当
て
ら
れ
七
加
重
票
数
の
i
C
%
あ
ま
り
山
岳
民
と
さ
れ

C
い
ゐ
c

汁
円
か
ら
一
口
一
七
午
一
月
二
日
ま
で
は
一
呼
行
即
日
間
と

L
、
こ
の
期
間
中
は
、
哩
事
会
構
成
問
は
反
。〕

／
れ
の
ね
尤
多
数
決
パ
羊
子
、
に
よ
る
去
渋
を
裟
求
す
る
h

と
が
で
き
る
二
口
一
じ
h

何
月
以
降
、
特
ー
近
年
叡
決
方
式
に
完
全
移
行
す
る
J

;, 

矛3

、〉

田
町

叶
川
口
什
委
員
会
を
H
一
数
を
現
行
の

八
人
に
削
減
一
行

問
pr

巾
ず
ら
一
千
施
）

二
、
〉
コ

l
L
L
J
町

J
p
r

現
在
、
百
限
凶
の
数
に
述
動
、
）
て
い
る
欧
州
安
買
の
宏
一
奴
乞
、

；
ヨ
ー

f

F

f

 

一
月
二
ゴ
以
降
、
委
員
長
お
よ
び

H
R
U
F
主ハわ
P

F
1
2
3
Z
7
4
cご
7々
と
コ

S
F
ニiczm川口一／
2
2
M
n
E
7山
2
F
5
4
3
7
3
）
主
人
パ
め
し
か
帰
国
数
三
二
分
の

一に川町耐小

六

、ー

のへ'" ・-kc 
？の
安時
市マ
ん 4

t '.'(' 
' 丸＇ JJS 
怪！？？
BJ'. ドi
イ＂ 1''( 

あが
る計二

" 
~ 

J、
μ 

f'I 
0) 

J話
人
~ 

州
妥
円

c-l 

一
八
色
、
こ
な
る
）
口
七
た
し
、
附
川
辺
事
会
は
〈
工
会
一
致

ナノ
4
Q欧

州
説
会

η
議

y数
を
現

F

ι議
内
か
ら
削
減
♂

〕

τ
f
U
4
A同
品
川
、

ヨ

ハノ（ゾレーぃ年

対
日
以
降
仁
八
と
名
2
な
っ
て
レ
る
欧
川
一
議
会
議
長
心
む
数
は
、

ヘ
一
C
C
九
奇
心
欧
川

以
川
ぺ
議
会
心
次
郎
ョ
任
山
町
山

（！メ人民半、 cs＇ス＇＂ z; i:、7ii7:zo河口、



議
長
選
v
h

子役）

か
っ
以
川
川
一
一
一
以
仁
十
n
O名
に
議
以
名
な
町
、
え
た
計
七
斗

名
と
な
ゐ
各
凹
か
ら
叫
川
門
出
さ
れ
る
訣
一
以
欽
は
、
民
低
ハ

色
、
［
以
高
九
ハ
名
と

欧
州
委
員
会
長
自
の
べ
以
来
に
一
分
η

以
i
の
凶
哨
川
一
町
議
会
が
反
対
し
ん
ヘ
場
口
、

の
FL守山
7
v
h
I
円
山
花

欧
州
沖
台
加
問
一
比
一
一
り
庄
内
議
会
は
法
案
内
I

伺
’
一
百
件
以
河
に
反
し
て
い
る
沖
山
台
述
へ
ん
一
意
毘
を
邑
吋
す
γ
F
f
h
J

に
つ
い
て
を
決
定
ず
る

こ
と
が
で
き
る
に
加
烈
直
の
当
ん
J

議
会
は
施
時
点
心
再
検
討
を
求
め
る
決
議

45時
釈
「
】
I
G
こ
と
が
で
き
る
c

再
検
討
が
必
裂
で
あ
る
J
す

る
山
一
小
か
一
一
分
乃

を
山
田
司
令
〈

お
人
権
保
険
規
定
な
ど
を
定
め
た
「
欧
付
基
本
権
主
国
T

一
心
順
一
j
義
仲
間
リ
た
に
し
、
各
凶
誌
の
侵
除
外
b
y
認
め
る

り
え
、
不
ン
条
約
の
胃
↓
ぬ
に
は
人
聞
の
当
J

段
、
日
山

げ
比
五
、
土
真

が
り
支
配
、
人
権
の
告
震
が

反
加
山
町
札
凶
の
み
k
iワ一ず

加
盟
を
臼
f
h
u
全
て
の
吹
町
刊
の
凹
々
が
手
重
す
べ
き
、

E
U
心
牧
と
な
る
共
通
沼
値
と
し
と
口
及
3
れ
た
〈
り
ス
ボ
ン
条
約
で
は
法
一
へ
ー
権

の
保
設
の
t

刊
で
大
き
く
前
進
〕
、
ま
た
、

k
u
y：
ぶ
し
の
欧
叶
人
権
条
約
へ
の
川
県
古
川
町
F

ん
化
、
「
人
v

戸
つ
に
、

E
刊
完
本
M

刊意か
γ
ピ

一
人
る
、
住
利
、
目
古
川
、
ぷ
則
J
V」
認
知
、
三
法
九
一
意
同
月
政
沼
山
田
百
で
は
な
く
法
的
拘
束
力
J

乞
得
る
こ
と
に
な
り
、

E
U
円
体
中
。
E
い
機

関
の
み
な

J
T、
E
U
比
九
日
の
実
泊
に
お
い
て
は
印
刷
山
田
に
さ
一
北
主
力
を
及
｝
は
γ

方
ァ
卜
F

ウ

（
十
」
だ
し
茶
臼
は
基
本
立
一

J

（
適
い
切
除
外
〕
）
ハ
基
た
わ
ざ
き
で
は
、
欧
州
人
権
条
約
で
は
触
れ
口
、
れ
て
い
な
い
例
人
情
械
保
護
や
オ
体
飾
品
崎
、
企
業
門
戸
、
の
什
会
的

る
権
利
や
何
什
仲
六
人
桜
権
）
に
も
範
市
山
が
及

ιて
い
る
n

介在
不lj

え｝

放
、
敢
な
ど
E
じ
の
象
般
に
円
止
し
な
い

: Ex人i.tcチj苅＇ 3+212J7前［2山s.;j、
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新
条
約
は
育
法
的
色
彩
や
担
同
家
的
な
性
格
を
排
除
す
る
飢
片
一
九
：
h
J

「
止
対
条
約
」
と
命
乞
さ
れ
、
引
刻
川
山
系
さ
れ
て
い
た
E
い
を

ゑ
依
す
る
庄
台
F
M

制
ゃ
い
必
〈
」
秋
、
連
合
の
標
請
に
閑
し
し
一
一
川
及
L
ぺ
条
頃
ー
も
砕
り
込
ま
れ
引
い
こ
と
と
な
っ

第
五
r刊

リ
ス
ボ
ン
粂
約
l

の
批
准
状
川

／

J
C
J
A
1
 
。
ロ
パ
に
孫
抗
さ
れ
た
E
U
心
新
基
本
条
約
は

。cu年
一一戸ヲ日

E
U
加
ぽ
二
日
〕

h
v
E
に
よ
る
訪
山
z
古
紙
て
、

ひ
っ
九
年
月
む
発
幼
z
t
R指
し
て
、
収
在
、
加
料
各
一
刊
で
の
い
札
市
千
続
き
に
入
っ
て
い
ξ
〈
此
山
崎
1
続
き
は
、
加
盟
各
当
の
主
立
の

ロソパν〉、｜守U チ ~j討す－，，叶i豆台 fF t刊の均くズ

山
胤
｛
叫
に
～
札
い

の
一
一
一
間
決
で
批
市
す
る
々
犬
、
乙
温
民
投
山
一
小
で
E
J
R
に
賛
r
h
b
L
r
J
つ
方
ト
ん
の
一
足

him－
め
る
〈
前
田
川
批
准

ι失
敗
し

オ
ラ
ン
夕
、
ス
ペ
イ
ン
等
で
同
民
投
点
が
れ
わ
れ
、

ドー一

E
じ
憲
、
、
仏
条
約

ブ
ブ
ン
ス
、

ァ
ラ
／
ス
と
オ
フ
ン
タ
心
同
日
比

長
田
市
で
批
准
が
台
決
き
れ
た
と
い
う
絞
殺
が
あ
る
が
、
人
ゾ
凹
む
リ
ス
ボ
ン
条
約
む
謙
介
は
、
「

と
い
う
文
字
ど
条
文
子
、
h
削
除

し
、
条
約
b
f
簡
素
化
す
る
は
ど
に
よ
り
、
議
会
で
の
批
准
方
ょ
を
T

／
～
り
や
す
く
し
ゃ
ん
ハ
コ
の
止
拡
張
、
ん

I
Mは、

ほ
と
ん
と
、
り
同
が
議
会

立
の
批
市
z
h式
を
採
用
し
、
批
准
ハ
り
た
め
に
凶
尽
投
票
JY
完
治
d
合
同
は
、
P
J

イ
ル
フ
ン
ー
だ
け
に
2
ど
ま
っ
と
い

一現ょ引
E
U）

えトし一一
A
A
1
E
（

い
抗
同
比
し
た
ア
イ
ル
｝
プ
〆
ド
の
川
氏
投
票
は

り
の
八
咋
r
ハ
月
二
円
に
五
、
施
さ
れ
、
反
対
多
数

パ
」
否
決
さ
れ
た
c
v
八
月
一
一
一
日
発
十
五
さ
れ
た
公
式
H
E粁
給
来
に
よ
る
と
、
反
社
約
V
一
一
%
に
対
、
三
笠
ふ
は
約
四
七
%
で
あ
り
、
す
の
法

条
約
批
准
に
国
民
の
川
告
が
1
1
D
れ
な
か
っ
た
。
じ
か
し

条
約
叫
ん
ー
効
に
は
欧
州
連
八
ピ

白
川
ム
エ
山
間
川
回
の
批
涯
が
wu
袋
で

改
正
日
隙
と

L
て
い
亡
。

η一
九
年
月
パ
訂
！
刈
は
事
実
lfm
町
詑
ζ

な
ワ
た
n
E
U
は、

7

ラ
〆
え
や
ャ
プ
一
ア
ン
ダ
が
「
欧
州
志
法
条
約
キ

73L渋
じ
た
二

c
c
i↑
寸
と
同
也
、
大
き
ぽ
f

円
山
保
氏
乙
は
る
。

ヨ

（！メ人民半、 cs＇ス・＂z;3：、 7iiP:zo河口、



エ
ゾ
一
口

l
グ

E
U
に
一
言
え
ば
、

経
治
凶
闘
の

拡
大
ば
か
り
が
、
辻
［
叶
け
さ
れ
三
～
し
か
1
1
」
川
れ
て
日
っ
仕
パ
ド
の
は
、

E
hい
は
政
治
統
合
の
1
d↓
、
今
／

、
、
「
｛
l

も
め
ざ
L
て
い
る
と
い
h

っ
こ
？
乙
で
あ
る
U

霊
法
を
め
ぐ
る
合
設
は
そ
の
世
史
的
な
い
川
河
で
あ
る
n

E
U出
法
が
各
川
直
一
の
窓
法
に
取
円
で
交
わ
る
わ
け
て
は
日
い
u

丸
卜
戸
市
川
べ
で
は
目
下
れ
ぞ
れ
の
窓
t
比
が
機
能
し
針
け
る
が
、
,_ 
」

CC) 

E
L
品
一
判
心
副
長
は
以
川
市
長
と
し
に
E
！
と
の
直
長
の
つ
な
が
い
り
を
強
め
る
こ
と
に

T
e〈
送
法
づ
く
れ
に
は
円
滑
也
解
決
と
E
U
へ

の
「
一
川
艇
を
高
め
る
駁
レ
も
込
玲
ら
れ
て
い
る
が

E
U定
法
施
ノ
什
へ
の
道
ん
J
h
r
F

は
法
治
、
J

窓
法
制
疋
に
は
加
盟
各
百
正
位
取
か
必

安
で
め
っ
た
加
時
間
の
ラ
ち
小
f
d
q
J

、
と
も
九
か
国
は
同
民
投
川
以
内
L
Iる
批
准
常
予
定
し
て
い
た
が
、
弓
僚
化
L
た
E
じ
へ
の
批
判
も

根
抵
く
、
批
市
心
ハ
！
？
門
）
を
川
内
、
え
る
こ
と
が
却
し
い
北
喧
で
み
っ
た
リ

＼

i

）ぺ
J

トいふハ
h
！

。
月
二
リ
ァ
、
不
ン
て
採
択
ぎ
れ
に
山
氏
州
迫
ム
口
の
r粁
基
久
I

条
約
へ
川
ス
ポ
シ
条
約
）
は
二

0
0七
肘
一

け
の
ヒ
ド
加

庄
一
t
L
か
同
三
よ
る
調
印
な
れ
て

））〔
J
J

九
μ

ー
一
月
の
党
効
を
日
出
刊
し
て
い
る
L

吋
人
大
丁
条
約
の
は
的
は
川
判
明
w
国
拡
人
に
坤
J
つ
れ
U

の
立
川
U

決
t

に
の
込
速
三
お
よ
び
機
構
の
効
主
化
で
あ
る
c

多
決
…
決
制
、
人
税
制
聴
な
Y

G
一導入、
1

ι
U
の
機
能
強
山
口
山
、
。
び
運
営
効

事
化
J
V」
巨
指
、
ぷ
に
い
る
が
、
仙
川
川
ヨ
法
条
約
が
ふ
り
の
一
行
年
に
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ガ
フ
ン
グ
の
同
氏
校
百
万
九
、
内
決
さ
れ
た
こ
2

新
茶
本
条
約
古
ア

f
ル
ラ
ン
ド
市
民
の
「
ノ
ー
に
よ
っ
て
百
決
さ
れ
た
第
二
次
位
界
大
戦
後
ヨ
ロ
ヅ
パ
の
有
利
を
汗
指
し
、

深
化
お
よ
び
拡
大
を
け
仰
け
て
き
た
E
U
ば山汁タ
U

渋
々

店
到
し
て
い
る
。

し
か
し
、
灼
照
的
日
ヨ
で
成
功
か
失
敗
か
か
一
い
る
だ
け
ど
は
、
一
ー
ロ
J

パ－
U
払
仙
台
を
正
し
く
迎
併
で
き
な
ー
；

J
i
f
こ
中
山
川
叶
ご
y
h－

t
i
d
－
－

t
i
η
7
 

か
ろ
う

つ
で
も
統
合
へ

欧
州
日
発
い
ほ
と
求
心
力
。
民
化
ピ

の
三
と
い
う
司
擦
を
出
々
共
有
し
て
き
に
こ
と
古
体
が
、

づ号、仏日
h
v
j

万
で
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J

山
フ
ネ
／
訟
に
よ
る
誌
に
司
菜
、
J

て
い
る
、
こ
は
を
挟
一
口
「
れ
ば
、
「
ヨ
v

行
山
パ
は
一
リ
に
し
て
技
ら
ず
」

ζ
表
現
で
ざ
ド
で
つ

か
」

h
Tす
も
ヌ
叫
附
の
努
力
を
し
仕
け
れ
ば
点
1

｝
長
げ
ら
れ
ヘ
吐
い
と
い
う

γこ
を
ふ
ぶ
き
に
主
流
「
〕
つ
つ
、

統
合
に
川
か
一
っ
て
い
る

ド
品
幸
子
J

「
拡
八
E

F
計
典
L

主

主

g

c－5
3
cご
ケ
ニ
Y

E
加
え
｝
J
M
m
G
T
Sコ
己
主
C
三

小
学
金

0
0
1ハL
初
版

マ八

H
宏
y
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